肺の原発性腫瘍と誤診された腎癌症例 by 今井, 重昭 & 中井, 準
Title肺の原発性腫瘍と誤診された腎癌症例
Author(s)今井, 重昭; 中井, 準








京都大学医学部放射線医学教室 (教授 福田 正)
助 手 今 井 重 昭
京都大学結核研究所 内科第 Ⅰ (教授 内藤 益-)
副 手 中 井 準
(昭和40年 6月14日受付)
は じ め に
1884年 Ⅴ.Grawitzにより報告され現在一般



























は第 1表の如 く蛋白陽性で赤血球が見 られた｡
表1 尿 検 査 成 績
色 黄色透明












胸部 レ線写真は写真 1及び 2の如 くで,両側肺
門部に小鶏卵大の腫膚陰影があり,又中隔右に
も腰痛陰影がある｡ これにより肺癌,脳転移の
疑ありと診断 した｡18日以後頑痛はな くな り,
それと共 に堰気,堰吐もな くな り,時に咳と軽
い腰痛があるのみであった｡そこで 9月30日よ





質,ステロイ ドホルモンの 使用により下 熟 し
た｡ ステロイ ドホルモンはそのまま使用を続け






















り化学療法を開始 しエン ドキサン 100mg を毎



















































































疾結核菌検査は陰性,右季肋下に抵 抗 を 触 れ
た｡この頃から SM,PAS,INH,を使用すると
共にテスパ ミンを使用 した｡ 3月中旬になり啄
嬢の塗抹標本に悪性細胞を発見 し,手術を行な
うことに決定 した｡この頃の検査では軽度の貧




































































































































































1) 西 嚢 :日外誌,36:1117,1935




















写 真 説 明
写真 1 症例 1 入院時 (9月30日)
写真2 症例 1 入院時 (9月30日)側面
写真 3 症例 1 コバル ト照射 1200γ (10月12日)
写真4 症例 1 コバル ト照射 3200γ (12月21日)
写真 5 症例 1 左腎腫療主として胞体の暗い細胞を
見る
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